皆生温泉地区の再生、活性化のキーワードと若干の具体策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　椎　川　　　忍

　平成１６年４月の検討委員会報告書にほとんど網羅されているので、あとはいかに実行していくかである。すでにいくつかのことは、着実に実行されていると評価しつつ、若干の具体的提案をしたい。
〇　「米子市の奥座敷」として、市民も楽しめる街に

· アミューズメントコンプレックス（ライブハウス、屋台村、小劇場、ゲームセンター、カラオケボックスなど）の整備

· しゃれたカフェ、料理店、レストラン、雑貨屋、ギャラリー、ブックセンターなどの出店促進
· 簡素な屋外イベントスペースの整備と頻繁なイベント開催
〇　「山陰観光の滞在拠点」としての機能を果たす街に

・　米子空港とのアクセス強化

・　皆生をスタート地点にした観光ルートの提供、案内機能の強化、交通手段の充実（大山、隠岐、境港、出雲神仏霊場巡りなどの足場であることを強調）
・　中・長期の滞在施設の充実（特に、１週間程度の自炊滞在型レンタルルーム）

・　レンタカー、レンタサイクルショップ、キャンプ用品レンタルなど各種レンタルビジネスの出店促進（又は配達サービス）
・　屋外での読書、散策、食事スペースやそれに必要な、本、食料品やお酒などのショップの充実

〇　「スポーツと健康と癒し」を提供する街に
· マリンスポーツを中心としたスポーツコンプレックスの整備（休憩仮眠温泉施設、釣具屋、ウインドサーフィンやジェットスキー関係ショップ、テニス、グランドゴルフ、ゴルフ練習場など）
· 温泉と病院と旅行を結びつけたソフトの提供（人間ドックと温泉療養と健康グルメツアーなど）

· 現代の湯治場「モダンTOHJIBA」を目指す（１週間程度の自炊滞在型レンタルルームの整備など）

· 散策マップによる歴史スポット、朝日、夕日、大山展望スポットなどの紹介と翌日、当日の現場景観情報の提供

· 市営ゴルフ場の運営改善（アメリカ型パブリックにし、フリー客の枠を設定）

〇　「泉質」、「源泉かけ流し」、「湯量の豊富さ」を徹底PR

· 今や都会の人に対しては、この三つが殺し文句

· 情報誌、ML、HPなどを通じて、比較データを元に徹底PR

　　　　 ・　 OUもしくはオーシャンまたは旅館当番制による土日（又は特定日）の早朝営業（特に、夏季における夜行バス旅行者、自家用車での夜間走行者向け）
〇　伝統のトライアスロン大会などを活用した「リピーターの育成」
· 周辺市町村における関連スポーツイベントの実施（プレオープンスイム大会、ハーフマラソン大会、サイクルマラソン大会など）

· 鳥取ファンクラブのようなリピーターの柔らかい組織化
· ML、HPなどによるジャンル別クチコミ情報の提供

〇　出雲神仏霊場の「巡拝拠点」としての売り込み
· 「健康と癒し」というキーワードに符合

· リピーター育成に最適なプログラム
· この地域の特性（豊かな自然に触れる観光、由緒ある寺社仏閣へのお参り、歴史探訪の融合など）から考えて将来性あり

〇　皆生温泉地区再生が重点施策との「市としてのコミットメント」

· 民間事業者の呼び込みに是非とも必要

· 都市計画、道路、区画整理等の基盤整備と整合性のある活性化策

· 空き地対策としての公共的な用地貸借制度やレンタルショップの検討

〇　「事業者と住民による再生委員会」などの組織化、活動活発化
· 地元の熱意がないところに公共の支援なし、発展なし、活性化なし

· 何かが起こる期待や動きのないところに民間投資なし

· 活気のない街にお客なし

· 住民の動きがないところに街づくりなし
